
２
０
２
２
年
度
か
ら
開
始
し
、年
度

内
に
結
果
を
と
り
ま
と
め
る
予
定

だ
。

　
実
証
実
験
に
向
け
、準
備
を
進
め

る
畑
さ
ん
に
お
話
を
聞
い
た
。

「
２
０
２
５
年
度
時
点
で
２
０
１
３
年
度

比
半
減
」に
加
え
、２
０
２
５
年
度
以
降
、

安
全
を
大
前
提
と
し
た
原
子
力
の
安
定

稼
動
と
運
用
高
度
化
、国
内
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
新
規
開
発
に
取
り
組
む
こ

ン
以
上
削
減
）、以
降
は
削
減
率
の
ト
ッ

プ
ラ
ン
ナ
ー
水
準
を
維
持
す
る
」こ
と
、

２
つ
目
は「
グ
ル
ー
プ
が
保
有
す
る
社
有

車（
特
殊
車
両
等
除
く
）５
０
０
０
台
超

を
全
て
電
動
化（
電
気
自
動
車
、プ
ラ
グ

イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
車
、燃
料
電
池
車

等
）す
る
」こ
と
だ
。

　
中
期
経
営
計
画
で
既
に
掲
げ
て
い
た

　
関
西
電
力
グ
ル
ー
プ
自
ら
が
取
り
組

む
こ
と
と
し
て
は
２
つ
の
目
標
を
掲
げ

た
。１
つ
目
は「
発
電
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
排

出
量
を
２
０
２
５
年
度
時
点
で
２
０
１

３
年
度
と
比
べ
て
半
減（
２
５
０
０
万
ト

　
本
年
３
月
25
日
、関
西
電
力
グ
ル
ー
プ
は「
関
西
電
力
グ
ル
ー
プ
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
」を
策
定
し
、「
関
西
電
力
グ
ル
ー
プ
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
５
０
」

（
２
０
２
１
年
２
月
策
定
）の
実
現
に
向
け
た
道
筋
を
定
め
た
。

　
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、「
み
ん
な
で
ア
ク
シ
ョ
ン
　
す
す
め
、ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
！
」。関
西
電
力
グ
ル
ー
プ
自
ら
が
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
化
に
積
極
的
に
挑
戦
す

る
と
と
も
に
、あ
ら
ゆ
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
力
を
合
わ
せ
て
、と
も
に
社
会
全
体
の

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
へ
の
歩
み
を
進
め
た
い
と
い
う
思
い
を
込
め
て
い
る
。

　
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
は
、ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
社
会
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
む
内
容
を「
関

西
電
力
グ
ル
ー
プ
自
ら
取
り
組
む
こ
と
」「
お
客
さ
ま
や
社
会
の
皆
さ
ま
と
取
り
組
む
こ

と
」と
い
う
２
つ
の
観
点
で
整
理
し
、中
間
地
点
の
２
０
３
０
年
度
時
点
で
達
成
す
べ
き

目
標
を
掲
げ
た
。
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ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
社
会
の

実
現
に
向
け
て

目
指
せ
、洋
上
風
力
の

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

新
技
術
へ
の
挑
戦

No.1067Issue: 2022.4.4

コ
ラ
ム 

１

コ
ラ
ム 

２

　
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
は「
発
電
に

よ
る
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
」「
お
客
さ

ま
に
お
届
け
す
る
電
気
の
Ｃ
Ｏ

２
排
出
係
数
」が
登
場
す
る
。

　
「
発
電
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
排
出

量
」は
発
電
事
業
者
と
し
て
の
排

出
量
。原
子
力
の
再
稼
動
や
、再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
と

い
っ
た
非
化
石
電
源
の
活
用
を

は
じ
め
、水
素
や
ア
ン
モ
ニ
ア
と

い
っ
た
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
燃
料
の

活
用
に
よ
る
火
力
電
源
の
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
化
の
取
組
み
等
、自
社

電
源
の
脱
炭
素
化
が
直
接
影
響

す
る
。

　
も
う
一
方
の「
お
客
さ
ま
に
お

届
け
す
る
電
気
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出

係
数
」は
、小
売
電
気
事
業
者
と

し
て
の
排
出
量
か
ら
計
算
さ
れ

る
係
数
で
、電
源
の
脱
炭
素
化
に

よ
る
Ｃ
Ｏ
２
削
減
効
果
は
直
接

反
映
さ
れ
な
い
。ま
ず
は
、①
お

客
さ
ま
に
販
売
す
る
電
力
量
の

う
ち
、化
石
電
源
分
の
発
電
電
力

量
か
ら「
基
礎
排
出
量
」を
算
出

し
、こ
れ
に
②
非
化
石
電
源
の
発

電
電
力
量
を「
全
国
平
均
係
数
を

持
つ
電
気
」と
み
な
し
て
加
算
す

る
。③
そ
し
て
、そ
こ
か
ら
非
化

石
証
書
調
達
分
を
控
除
し
た
排

出
量
か
ら
計
算
さ
れ
る
。

原
子
力
水
素
製
造　
実
証
に
向
け
て
準
備
中
！

　
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
は
原
子
力
の
さ
ら

な
る
可
能
性
の
拡
大
を
目
指
し
て
い
る
。

そ
の
ひ
と
つ
が「
水
素
製
造
へ
の
活
用
」で

あ
り
、実
証
実
験
に
向
け
て
準
備
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
実
証
は
、福
井
県
が
策
定
す
る「
嶺

南
Ｅ
コ
ー
ス
ト
計
画
」お
よ
び
経
済
産
業

省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
が
主
催
す
る「
福

井
県
・
原
子
力
発
電
所
の
立
地
地
域
の
将

来
像
に
関
す
る
共
創
会
議
」で
の
取
組
み

の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
る
。敦
賀
市
に
設

置
さ
れ
た
水
素
製
造
装
置
を
活
用
し
、関

西
電
力
の
原
子
力
発
電
由
来
の
電
気
を

系
統
を
通
し
て
送
り
、Ｃ
Ｏ
２
フ
リ
ー
水

素
の
製
造
が
可
能
か
実
証
す
る
。加
え
て

Ｃ
Ｏ
２
フ
リ
ー
水
素
の
製
造
か
ら
利
用

に
至
る
ま
で
の
一
連
の
流
れ
を
ト
ラ
ッ

キ
ン
グ（
追
跡
）し
、Ｃ
Ｏ
２
フ
リ
ー
水
素

の
使
用
用
途
、使
用
量
や
、Ｃ
Ｏ
２
フ
リ
ー

と
い
う
特
性
を
利
用
者
が
ど
の
よ
う
に

活
用
す
る
の
か
等
、多
面
的
に
確
認
す
る
。

２
０
３
０
年
度
に
向
け
た

削
減
目
標

　
関
西
電
力
グ
ル
ー
プ
は
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
に
向
け
た
様
々
な
取
組

み
に
積
極
的
に
挑
戦
す
る
。
一
方

で
、ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
社
会
の
実
現
に

は
社
会
全
体
の
大
き
な
変
革
が
必

要
で
あ
る
た
め
、関
西
電
力
グ
ル
ー

プ
の
従
業
員
一
人
ひ
と
り
が
自
分

事
と
し
て
、ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
社
会
の

実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
行
か

ね
ば
な
ら
な
い
。

と
で
、ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
水
準
を
目
指
す

こ
と
を
新
た
に
打
ち
出
し
た
。

　「
社
有
車
の
１
０
０
％
電
動
化
」は
初

め
て
言
及
す
る
目
標
。グ
ル
ー
プ
全
体
で

保
有
す
る
５
０
０
０
台
超
の
社
有
車
を

電
動
化
す
る
こ
と
で
、年
間
１
万
ト
ン
程

度
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削
減
を
見
込
む
。

　
ま
た
、お
客
さ
ま
や
社
会
の
皆
さ
ま
の

排
出
削
減
へ
の
貢
献
と
し
て
、２
つ
の
目

標
を
掲
げ
た
。１
つ
目
は
、お
客
さ
ま
に

お
届
け
す
る
電
気
の
排
出
係
数
を
ト
ッ

プ
ラ
ン
ナ
ー
水
準
に
す
る
こ
と
、２
つ
目

は
、「
省
エ
ネ
」「
創
エ
ネ（
蓄
エ
ネ
）」「
オ

フ
セ
ッ
ト
」「
電
化
」等
の
各
種
サ
ー
ビ
ス

や
今
後
の
新
た
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の

提
供
を
通
じ
て
、お
客
さ
ま
・
社
会
の
皆

さ
ま
の
排
出
量
を
７
０
０
万
ト
ン
以
上

削
減
す
る
こ
と
だ
。

　「
７
０
０
万
ト
ン
」は
関
西
エ
リ
ア
に

お
け
る
削
減
想
定
量
の
３
割
、言
い
換
え

る
と
一
般
家
庭
２
０
０
万
世
帯
の
年
間

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
に
相
当
す
る
量
。今
後
の

新
た
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
提
供
を
通
じ

て
達
成
を
目
指
す
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な

目
標
だ
。

　
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
お
い
て
は
、再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
主
力
電
源
化
す
べ
く
、

２
０
４
０
年
に
向
け
て
、国
内
で
１
兆
円

規
模
の
投
資
を
行
い
、２
０
１
９
年
３
月

比
で
新
規
開
発
５
０
０
万
ｋ
Ｗ
、累
計
開

発
９
０
０
万
ｋ
Ｗ
規
模
を
目
指
す
こ
と
と

し
た
。現
行
目
標
で
あ
る「
２
０
３
０
年
代

に
国
内
外
で
新
規
開
発
２
０
０
万
ｋ
Ｗ
、

累
計
開
発
６
０
０
万
ｋ
Ｗ
」を
大
き
く
上

回
る
水
準
だ
。国
内
に
お
け
る
開
発
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
踏
ま
え
、洋
上
風
力
中
心
に

取
り
組
み
、洋
上
風
力
事
業
者
と
し
て
は

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
水
準
を
目
指
す
。

　
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
は
、水
素
を
は

じ
め
と
し
た
新
技
術
へ
の
挑
戦
に

つ
い
て
も
目
標
を
掲
げ
た
。

　
火
力
発
電
で
、２
０
３
０
年
頃
の

水
素
や
ア
ン
モ
ニ
ア
と
い
っ
た
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
燃
料
の
混
焼
実
現
に

向
け
た
検
討
を
進
め
、２
０
５
０
年

ま
で
に
専
焼
化
を
目
指
す
。

　
水
素
に
つ
い
て
は
、
国
内
製
造

は
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
原
子

力
を
活
用
し
２
０
３
０
年
以
降
に

事
業
化
、２
０
５
０
年
に
取
扱
量
全

国
シ
ェ
ア
３
割
を
目
指
す
。

　
こ
れ
ま
で
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
電
気
を
供

給
し
て
き
た
原
子
力
の
さ
ら
な
る
可
能

性
の
拡
大
に
向
け
、原
子
力
発
電
由
来
の

電
気
を
活
用
し
て
水
素
製
造
で
き
な
い

か
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。２
０
２
２

年
度
か
ら
全
国
初
の
取
組
み
と
し
て
、原

子
力
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
電
気
を
活
用
し

て
Ｃ
Ｏ
２
フ
リ
ー
の
ク
リ
ー
ン
な
水
素

を
製
造
す
る
実
証
を
行
い
、社
会
の
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
化
を
よ
り
一
層
高
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

原
子
力
事
業
本
部 

原
子
力
企
画
部
門

原
子
力
企
画
グ
ル
ー
プ 

リ
ー
ダ
ー

畑 

亮
祐
さ
ん

■能代港での洋上風力発電所完成イメージ
（秋田洋上風力発電株式会社より提供）

「
発
電
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
」と

「
お
客
さ
ま
に
お
届
け
す
る

電
気
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
係
数
」

※1　特殊車両除く
※2　電気自動車（EV）、プラグインハイブリッド車（PHV）、燃料電池車（FCV）等

お客さまや社会の皆さまへの貢献

関西電力グループが自ら取り組むこと

お客さまにお届けする電気の

排出係数を
トップランナー水準に

700万t 以上削減

各種サービス提供を通じて

（関西エリアの
削減想定量の3割に相当）

お客さま・社会の皆さまの排出量を

項目

発電による
CO2排出量

社会全体の
CO2排出削減に貢献

2025年度以降
トップランナー水準の
削減率を実現

2030年度までに各種サービス
提供を通じて700万t 以上の
削減に貢献（関西エリアの削減
想定量の3割に相当）

社有車電動化
（特殊車両除く）

2030年までに全数電動化
（EV、PHV、燃料電池車（FCV）等）

再エネ開発目標

2040年までに国内で新規開発
500万kW（2019年3月比）、
累計開発900万kW規模
投資規模は1兆円

ゼロカーボン火力
2030年頃のゼロカーボン燃料
（水素・アンモニア）の混焼実現に
向けた検討を進め、2050年までには
専焼化を目指す

水素の国内製造 再エネや原子力を活用し、
2030年以降の事業化を目指す

水素の取扱量 2050年の取扱量全国シェア
3割を目指す

新規内容

発電による排出量について

以降削減率トップランナー
水準を実現

2025年度時点で半滅
（2013年度比2,500万t以上の削減）

全て電動化

保有する社有車

売却

お客さまにお届け
する電気（kWh）

■「お客様にお届けする電気のCO2排出係数」 算出方法

排出量（kg） 排出量（kg）

FIT

非
化
石
電
源

加
算

購
入
分
を
控
除

調
整
後

排
出
量

基
礎
排
出
量

化
石
電
源

購入

グループ全体5,000台超を

※1

※2

■2030年度に向けた削減目標

■ロードマップで初めて言及する内容

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン 

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
策
定

(c)2020 Akita Offshore Wind Corporation. All Rights Reserved.

非化石証書

非化石電力量の
排出量を加算

化石電源の
発電電力量から
基礎排出量を算出

非化石価値は証書
として市場に売却

非化石証書
購入分を控除
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な
る
成
長
に
向
け
て
、従
業
員
が
よ
り

共
感
し
、一
貫
し
た
イ
メ
ー
ジ
を
共
有

で
き
る
理
念
に
見
直
す
べ
く
、若
手
・

中
堅
従
業
員
を
中
心
と
し
た
全
社
横

断
の
チ
ー
ム
で
検
討
を
行
っ
た
。

　
新
た
な
経
営
理
念
は
「
安
心
で
快

適
な
ま
ち
の
基
盤
づ
く
り
を
通
じ

て
、
持
続
可
能
な
未
来
の
実
現
を
目

指
す
」。関
西
電
力
グ
ル
ー
プ
の
総
合

不
動
産
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
と
し
て
、

人
々
の
生
活
に
寄
り
添
っ
て
い
く
と

い
う
事
業
の
意
義
と
、
多
様
性
や
地

球
環
境
に
関
し
て
同
社
が
こ
れ
か
ら

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
こ
と
を
表
し

て
い
る
。
以
前
の
経
営
理
念
で
使
わ

れ
て
い
た「
街
創
り
」と
い
う
言
葉
が

「
ま
ち
の
基
盤
づ
く
り
」
に
置
き
換

わ
っ
た
の
が
印
象
的
だ
。「
『
あ
た
り

ま
え（V

ital P
latform

）』を
守
り
、創

る
」
と
い
う
関
西
電
力
グ
ル
ー
プ
経

営
理
念
に
も
沿
い
、か
つ
、同
社
の
事

業
の
広
が
り
を
象
徴
す
る
経
営
理
念

だ
。

　
ま
た
、こ
れ
を

実
現
す
る
た
め
の

行
動
指
針
と
し
て

「
互
い
を
尊
重

し
、丁
寧
に
対
話

し
よ
う
」「
誇
り

と
情
熱
を
胸
に
、

夢
中
に
な
ろ
う
」

「
自
由
な
発
想

で
、果
敢
に
挑
戦

し
よ
う
」の
３
つ

を
掲
げ
た
。

　
昨
年
４
月
に
制

定
さ
れ
た
ブ
ラ
ン

ド
ス
テ
ー
ト
メ
ン

ト
と
あ
わ
せ
て
、

従
業
員
へ
の
浸
透

を
目
指
す
。

じ
ら
れ
る
が
、配
電
事
業
制
度
に
よ
っ
て
、

今
よ
り
も
迅
速
に
復
旧
す
る
可
能
性
が
あ

る
。例
え
ば
、新
規
参
入
事
業
者
が
保
有
す

る
当
該
区
域
内
に
太
陽
光
や
風
力
等
の
分

散
型
電
源
が
あ
れ
ば
、そ
こ
か
ら
電
力
を
供

給
で
き
る
た
め
、非
常
災
害
等
で
停
電
が
発

生
し
て
も
、区
域
単
位
で
停
電
を
解
消
す
る

こ
と
が
で
き
る
。分
散
型
電
源
を
活
用
し
た

取
組
み
が
、レ
ジ
リ
エ
ン
ス
強
化
策
と
し
て

注
目
さ
れ
て
い
る
。

　
一
方
で
、安
定
供
給
確
保
の
観
点
等
か
ら

参
入
に
は
事
前
に
国
の
厳
し
い
審
査
が
あ

る
。新
規
参
入
事
業
者
に
は
、一
送
に
な

ら
っ
た
保
安
上
の
義
務
が
課
さ
れ
、財
務
基

盤
、技
術
的
能
力
は
も
ち
ろ
ん
、災
害
対
応

の
体
制
、需
要
家
や
地
域
へ
の
事
前
説
明
有

無
等
も
審
査
さ
れ
る
。加
え
て
、収
益
性
の

高
い
配
電
事
業
エ
リ
ア
が
切
り
出
さ
れ
る

こ
と
に
よ
る
、他
の
エ
リ
ア
の
収
支
悪
化
防

止
の
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。　

配
電
事

業
制
度
の

導
入
に
は
、

近
年
多
発

す
る
自
然

災
害
が
影

響
し
て
い

る
。２
０
１

８
年
に
発
生
し
た
北
海
道
胆
振
東
部
地
震

で
は
、北
海
道
全
域
に
わ
た
る
大
規
模
停
電

が
、日
本
で
初
め
て
発
生
し
た
。同
年
９
月

に
は
、過
去
最
大
級
の
風
速
を
記
録
し
た
台

風
21
号
の
影
響
で
、関
西
エ
リ
ア
で
は
延
べ

２
２
５
万
軒
の
停
電
が
発
生
。こ
う
し
た
状

　
配
電
事
業
に
新
規
参
入
す
る
に
は
、２
つ

の
方
法
が
あ
る
。１
つ
目
は
、一
送
が
所
有

す
る
配
電
網
を
、借
り
受
け
た
り
譲
り
受
け

た
り
す
る
こ
と
で
参
入
す
る
方
法
。２
つ
目

は
、配
電
網
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
エ
リ
ア

に
、新
規
参
入
事
業
者
が
自
ら
配
電
線
を
整

備
し
参
入
す
る
方
法
だ
。

　
電
気
事
業
法
上
、新
規
参
入
事
業
者
で

あ
っ
て
も
、一
送
と
同
様
の
業
務
を
行
う
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、災
害
時

に
お
い
て
は
、新
規
参
入
事
業
者
が
設
備
被

害
・
復
旧
状
況
等
を
把
握
し
、一
送
と
情
報

連
携
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。一
方

で
、需
給
調
整
等
の
系
統
運
用
や
、検
針
・
計

量
値
デ
ー
タ
の
管
理
と
い
っ
た
業
務
に
つ

い
て
は
、一
体
的
に
実
施
す
る
方
が
合
理
的

で
あ
る
た
め
、基
本
的
に
一
送
に
委
託
す

る
。

　
災
害
時
に
お
い
て
は
、一
見
、今
よ
り
も

復
旧
に
手
間
や
時
間
が
か
か
る
よ
う
に
感

　
本
年
４
月
の
電
気
事
業
法
の
施
行
に
よ
り
、配
電
事
業
制
度
が
導
入
さ
れ
た
。配
電
事
業
制

度
と
は
、配
電
事
業
へ
の
新
規
参
入
を
認
め
る
も
の
。関
西
エ
リ
ア
に
お
い
て
は
、関
西
電
力
送

配
電
が
保
有
す
る
送
配
電
網
の
う
ち
、「
配
電
網
」を
運
用
す
る
権
利
を
、国
が
許
可
し
た
事
業

者
に
与
え
る
。

　
本
制
度
は
、一
般
送
配
電
事
業
者（
以
下
、一
送
）の
配
電
網
の
維
持
管
理
等
の
コ
ス
ト
低
減
、

分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
活
用
を
通
じ
た
安
定
供
給
や
自
然
災
害
に
備
え
た
レ
ジ
リ

エ
ン
ス
強
化
を
は
じ
め
、幅
広
い
分
野
に
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
。
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経
営
理
念
刷
新 

新
た
な
ス
タ
ー
ト

「
持
続
可
能
な
未
来
の
実
現
」に
向
け
て

関
電
不
動
産
開
発

配
電
事
業
制
度
の
概
要

き
っ
か
け
は
自
然
災
害

参
入
に
は
国
の
厳
し
い
審
査
が

配
電
事
業
制
度
っ
て
何
？

災
害
対
策
・脱
炭
素
に
貢
献

関
電
不
動
産
開
発
と
は
？

マ
ン
シ
ョ
ン
ま
る
ご
と

実
質
Ｃ
Ｏ
２
ゼ
ロ

従
業
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
社
会
へ
も
貢
献

※

マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
：
地
域
の
再
エ
ネ
等
を
有
効
活
用
し
な

が
ら
、平
常
時
に
は
系
統
に
連
系
し
た
運
用
を
行
い
、災
害
等
に

よ
る
大
規
模
停
電
時
に
は
、他
の
連
系
線
か
ら
切
り
離
し
、自
立

的
に
運
用
す
る
形
態
。

※

Ｚ
Ｅ
Ｈ‐

Ｍ（
ゼ
ッ
チ
・
マ
ン
シ
ョ
ン
）：
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

ハ
ウ
ス
。断
熱
性
能
を
大
幅
に
高
め
、高
効
率
設
備
の
導
入
に
よ

り
、快
適
な
室
内
環
境
を
保
ち
つ
つ
大
幅
な
省
エ
ネ
を
実
現
す

る
次
世
代
基
準
の
マ
ン
シ
ョ
ン
。

　
配
電
事
業
制
度
は
、レ
ジ
リ
エ
ン
ス
強
化

や
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
社
会
へ
の
貢
献
の
み
に

と
ど
ま
ら
ず
、街
づ
く
り
の
分
野
に
も
影
響

を
与
え
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。例
え
ば
、

ド
イ
ツ
で
は
、ガ
ス
、水
道
、熱
供
給
、通
信
、

市
内
交
通
等
、広
範
な
事
業
を
行
い
な
が
ら

配
電
事
業
を
行
う
事
業
者
が
存
在
す
る
。こ

う
し
た
地
域
密
着
型
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
で
、

エ
リ
ア
内
の
住
民
の
利
便
性
は
高
ま
り
、経

済
循
環
や
雇
用
創
出
に
よ
る
地
域
活
性
化

も
期
待
で
き
る
。

　
配
電
事
業
制
度
は
、電
力
の
安
定
供
給
と

い
う
面
の
み
な
ら
ず
、地
域
の
自
然
災
害
対

策
を
は
じ
め
、住
民
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

等
、幅
広
い
分
野
に
影
響
を
与
え
る
可
能
性

が
あ
り
、配
電
網
管
理
で
の
新
た
な
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
も
期
待
さ
れ
る
。

　
関
西
電
力
グ
ル
ー
プ
の
中
核
会
社

で
あ
る
関
電
不
動
産
開
発
は
、
１
９

５
７
年
に
関
電
産
業
と
し
て
設
立
さ

れ
て
以
降
、
グ
ル
ー
プ
内
の
再
編
を

経
て
、２
０
１
６
年
、関
電
不
動
産
と

Ｍ
Ｉ
Ｄ
都
市
開
発
の
統
合
に
よ
り
誕

生
し
た
。

　
事
業
は
、
分
譲
住
宅
・
賃
貸
住
宅
・

賃
貸
ビ
ル
・
賃
貸
施
設
・
不
動
産
フ
ァ

ン
ド
・
不
動
産
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
・
海

外
事
業
・
関
連
事
業
等
、多
岐
に
わ
た

る
。
２
０
２
１
年
の
新
築
分
譲
マ
ン

シ
ョ
ン
発
売
戸
数
で
は
、
近
畿
圏
で

２
位
、全
国
で
は
14
位
で
初
の
ベ
ス
ト

20
入
り（
不
動
産
経
済
研
究
所
）を
果

た
し
、全
国
、海
外
へ
と
事
業
エ
リ
ア

を
拡
大
し
て
い
る
。

　
本
年
４
月
１
日
、同
社
は
新
た
な
経

営
理
念
と
行
動
指
針
を
策
定
し
た
。更

　
関
西
電
力
グ
ル
ー
プ
会
社
特
集
の
第
二
弾
は
、「
関
電
不
動
産
開
発
」。本
年
４

月
に
経
営
理
念
を
刷
新
し
た
同
社
が
目
指
す
、明
る
い
未
来
を
紹
介
す
る
。

　
配
電
事
業
制
度
に
は
、新
規
参
入
事
業
者

が
Ｉ
Ｔ
等
を
活
用
し
送
配
電
網
を
運
用
す

る
こ
と
で
、デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ
る
出
力
制

御
の
高
度
化
や
、高
度
な
系
統
運
用
を
行

い
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー（
以
下
、再
エ

ネ
）の
大
量
導
入
に
貢
献
す
る
こ
と
も
期
待

さ
れ
て
い
る
。こ
れ
は
、上
位
系
統
を
維
持
・

運
用
し
て
い
る
一
送
の
コ
ス
ト
削
減
に
も

寄
与
し
、さ
ら
に
は
お
客
さ
ま
や
地
域
を
含

め
た
社
会
全
体
の
コ
ス
ト
低
減
に
も
つ
な

が
っ
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
。ま
た
、配
電

事
業
制
度
を
用
い
た
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド

（※

）
を
通
じ
て
、家
庭
の
周
り
に
あ
る
蓄
電

池
や
電
気
自
動
車
と
い
っ
た
、分
散
型
電
源

を
賢
く
統
合
的
に
使
う
こ
と
で
、家
庭
の
省

エ
ネ
を
更
に
推
進
す
る
こ
と
も
可
能
だ
。

配
電
事
業
制
度
で
変
わ
る
街
づ
く
り

　
経
営
理
念
・
ブ
ラ
ン
ド
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
を
体
現
す
る
取
組
み
を
一
部
紹

介
す
る
。

　
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、経
営
理
念
改
定
を
担
当
す
る
大
西
さ
ん
と
、シ
エ
リ
ア
タ
ワ
ー

大
阪
堀
江
の
商
品
企
画
等
を
担
当
す
る
堀
川
さ
ん
に
お
話
を
聞
い
た
。

　
２
０
２
４
年

に
竣
工
予
定
の

「
シ
エ
リ
ア
タ

ワ
ー
大
阪
堀

江
」（
大
阪
市
西

区
南
堀
江
）で
は
、「
実
質
Ｃ
Ｏ
２
ゼ
ロ
・
次
世

代
型
タ
ワ
ー
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い

る
。経
済
産
業
省
の「
超
高
層
Ｚ
Ｅ
Ｈ‐

Ｍ

（
ゼ
ッ
チ
・
マ
ン
シ
ョ
ン
）（※

）実
証
事
業
」に
採

択
さ
れ
た
も
の
と
し
て
国
内
で
初
め
て
、

「
オ
ー
ル
電
化
」採
用
＋「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
電

気
」導
入
を
実
現
し
た
、実
質
Ｃ
Ｏ
２
ゼ
ロ
の

マ
ン
シ
ョ
ン
だ
。

　
地
上
46
階
・
総
５
０
０
戸
の
シ
エ
リ
ア
タ

ワ
ー
は
、省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
だ
け
で
な
く
、

給
湯
設
備
に
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
を
採
用
す
る

等
、災
害
時
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
性
能
を
高
め

る
ほ
か
、電
気
自
動
車
用
の
充
電
器
の
設
置

や
、敷
地
内
の
緑
化
等
も
行
い
、居
住
・
環
境

性
能
も
整
備
さ
れ
て
い
る
。「
持
続
可
能
な
未

来
の
実
現
」を
体
現
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。

　
新
し
い
経
営
理
念
策
定

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、経
営

層
と
従
業
員
双
方
の
思
い

を
く
み
取
っ
て
進
め
る
必

要
が
あ
り
、苦
労
し
ま
し
た
。

　
経
営
理
念
は
、会
社
の
基
盤
と
な
る
考
え
な
の

で
、そ
れ
に
沿
っ
て
全
て
の
事
業
活
動
が
行
わ
れ

て
い
く
よ
う
に
な
っ
て
欲
し
い
で
す
。新
理
念
に

対
し
て
は
、「
昔
の
方
が
良
か
っ
た
」「
こ
れ
っ
て
ど

う
い
う
こ
と
？
」等
、様
々
な
ご
意
見
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
の
で
、今
後
は
浸
透
活
動
を
通
し
て
、

納
得
・
共
感
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
！
行
動
指
針
も
含
め
、従
業
員

の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
判
断
の
拠
り
ど
こ
ろ
に
な
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　
シ
エ
リ
ア
タ
ワ
ー
大
阪
堀

江
は
、１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
〜
４
Ｌ
Ｄ
Ｋ

の
間
取
り
を
揃
え
、様
々
な

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
マ
ン
シ
ョ

ン
。私
の
お
す
す
め
ポ
イ
ン
ト
は
、緑
量
豊
か
な
植
栽

と
一
体
と
な
っ
た
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
で
す
。地
域

の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
の
た
め
、エ

ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
取
組
み
だ
け
で
は
な
く
、内
装
や

外
観
に
も
注
力
し
て
い
ま
す
。

　
色
々
な
エ
リ
ア
で
シ
エ
リ
ア
ブ
ラ
ン
ド
を
分
譲
し

て
い
ま
す
が
、土
地
の
形
状
や
条
例
等
が
異
な
る
た

め
、毎
回
新
し
い
仕
事
と
な
り
、や
り
が
い
を
感
じ
て

い
ま
す
。シ
エ
リ
ア
タ
ワ
ー
大
阪
堀
江
を
始
め
と
し

て
、今
後
も
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に
資
す
る
マ
ン
シ
ョ
ン
を

供
給
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

首
都
圏
で
も
事
業
を
展
開　「

関
電
不
動

産
八
重
洲
ビ

ル
」（
東
京
都

中
央
区
）は
、

本
年
５
月
完

成
予
定
。

　
本
ビ
ル
で

は
、コ
ロ
ナ
禍

や
働
き
方
改

革
を
踏
ま
え

て
、テ
ナ
ン
ト

企
業
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
創
造
性
向
上
に
資
す
る

オ
フ
ィ
ス
空
間
を
提
供
す
べ
く
、専
有
部

に
は
オ
フ
ィ
ス
キ
ッ
チ
ン
や
テ
ラ
ス
を
実

装
す
る
。ま
た
、車
い
す
に
対
応
し
た
ト
イ

レ
、オ
ー
ル
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
対
応
し
た
レ

ス
ト
ル
ー
ム
の
設
置
等
、多
様
な
個
性
を

持
つ
一
人
ひ
と
り
が
快
適
に
過
ご
せ
る
場

に
す
る
。加
え
て
、災
害
に
備
え
た
安
心
・

安
全
対
策
、快
適
性
と
省
エ
ネ
の
両
立
を

目
指
し
た
環
境
技
術
も
採
用
す
る
。同
社

ブ
ラ
ン
ド
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
を
体
現
す
る

ビ
ル
だ
。

経
営
管
理
本
部 

経
営
企
画
部 

企
画
グ
ル
ー
プ

大
西 

実
里
さ
ん

住
宅
事
業
本
部 

建
築
部 

建
築
企
画
グ
ル
ー
プ

チ
ー
フ
リ
ー
ダ
ー　
堀
川 

浩
嗣
さ
ん

■配電事業者の参入における全体フロー

■2018年台風21号による被害の様子

■新たな企業理念（2022年4月1日施行）

参入許可取得前

国

配電
事業者

一般
送配電
事業者

参入許可取得後

事業開始前 事業開始後

許可
審査

相談対応・詳細情報提供

事
前
検
討

相談対応・
情報提供

申
請
準
備

約
款
届
出

事業開始

モニタリング
借受価格等
見直し

詳
細
協
議

二
者
間
契
約
締
結

引
継
計
画
作
成

（
共
同
）

許
可
取
得

許
可
申
請（
22
年
４
月
〜
）

1～2ヶ月程度 承認
審査

承
認

承
認
申
請

1～2ヶ月程度

経営理念

安心で快適なまちの
基盤づくりを通じて、持続可能な

未来の実現を目指す

■互いを尊重し、丁寧に対話しよう
■誇りと情熱を胸に、夢中になろう
■自由な発想で、果敢に挑戦しよう

社会に存在する意義
「WHY WE ARE」

ブランドステートメント

実現したい公共的未来像
「WHERE WE GO」

一人ひとりが輝くコミュニティで
あふれる社会

ビジョン

達成すべき取組み「WHAT WE DO」

多様性を尊重し、
つながりが生まれる空間を創る

ミッション

イメージされたい自己象「WHO WE ARE」

人を大切にする
チャレンジング・デベロッパー

人に、街に、明るい未来を

ブランド・アイデンティティ

キャッチコピー・イメージシンボル

行動指針

どのように行動すべきか
「HOW WE DO」

私たちは、真摯な姿勢と、
公正で透明性のある事業活動を基に、
次の3か条を大切にします。
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２
０
２
２
年
度
、新
た
な
理
念
体
系
に

グ
ル
ー
プ
会
社
特
集
第
二
弾

況
を
踏
ま
え
、エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
に

資
す
る
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
強
化
の
重
要
性
が

再
認
識
さ
れ
た
。

　
配
電
事
業
制
度
が
普
及
す
れ
ば
、一
送
の

設
備
を
借
り
受
け
た
り
譲
り
受
け
た
り
す

る
こ
と
で
、よ
り
広
い
エ
リ
ア
で
災
害
対
応

力
強
化
に
繋
が
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。



※

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
促
進
賦
課
金
：
固
定
価
格
買
取

制
度
（
再
エ
ネ
で
発
電
し
た
電
気
を
、電
力
会
社
が
一
定
価
格
で

一
定
期
間
買
い
取
る
こ
と
を
国
が
約
束
す
る
制
度
）に
基
づ
き
、

お
客
さ
ま
の
電
気
料
金
か
ら
電
力
会
社
が
買
い
取
る
費
用
の
一

部
を
集
め
る
も
の
。賦
課
金
の
単
価
は
国
が
年
に
一
度
定
め
て
い

る
。２
０
２
１
年
５
月
分
か
ら
２
０
２
２
年
４
月
分
ま
で
は
３
．

３
６
円
／
ｋ
Ｗ
ｈ
で
あ
っ
た
が
、２
０
２
２
年
５
月
分
か
ら
２
０

２
３
年
４
月
分
ま
で
は
３
．４
５
円
／
ｋ
Ｗ
ｈ
と
な
る
。

※

従
量
電
灯
Ａ
の
平
均
的
な
モ
デ

ル
料
金
：
月
間
２
６
０
ｋ
Ｗ
ｈ
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
促
進

賦
課
金
、消
費
税
込
み

　「
燃
料
費
調
整
制
度
」は
、経
済
情
勢

の
変
化
を
、出
来
る
限
り
迅
速
に
電
気

料
金
に
反
映
さ
せ
る
制
度
。電
気
事
業

者
の
効
率
化
努
力
の
お
よ
ば
な
い
、燃

料
価
格
や
為
替
レ
ー
ト
の
影
響
を
外

部
化
す
る
こ
と
で
、事
業
者
の
経
営
効

率
化
の
成
果
を
明
確
に
し
、経
営
環
境

の
安
定
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。

　
今
般
の
燃
料
価
格
の
高
騰
に
は
、

複
数
の
要
因
が
考
え
ら
れ
る
。
２
０

２
０
年
は
北
東
ア
ジ
ア
の
寒
波
や
、

Ｌ
Ｎ
Ｇ
液
化
プ
ラ
ン
ト
で
の
ト
ラ
ブ

ル
、
パ
ナ
マ
運
河
渋
滞
に
よ
る
Ｌ
Ｎ

Ｇ
輸
送
力
低
下
等
が
原
因
で
高
騰
し

た
。ま
た
、欧
州
で
も
ア
ジ
ア
地
域
へ

ガ
ス
が
流
れ
、
欧
州
の
貯
蔵
在
庫
が

低
下
し
た
こ
と
や
、
ロ
シ
ア
―
ド
イ

ツ
間
の
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
運
開
が

遅
れ
た
こ
と
等
が
高
騰
の
原
因
だ
。

　
２
０
２
１
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
禍
か
ら
の
経
済
活
動
再
開
が
世

界
規
模
で
進
ん
だ
こ
と
で
、
需
要
が

増
大
し
、
原
油
や
天
然
ガ
ス
価
格
が

　
電
気
や
ガ
ス
、ガ
ソ
リ
ン
等
の
価
格
の
上
昇
が
続
い
て
い
る
。関
西
電
力
の
従
量
電

灯
Ａ（
主
に
ご
家
庭
等
の
お
客
さ
ま
向
け
の
メ
ニ
ュ
ー
）の
２
０
２
２
年
５
月
分
の
平

均
的
な
モ
デ
ル
料
金
は
、モ
デ
ル
を
見
直
し
た
２
０
１
６
年
11
月
以
降
、最
も
高
い
水
準

と
な
っ
て
い
る
。

　
毎
月
の
電
気
料
金
は
、石
油
や
液
化
天
然
ガ
ス（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
）等
の
燃
料
価
格
に
影
響

さ
れ
る
。現
在
、燃
料
価
格
は
、ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
等
、様
々
な
要
因
が
重
な

り
、世
界
的
に
高
騰
が
続
い
て
い
る
。電
気
料
金
へ
反
映
さ
れ
る「
燃
料
費
調
整
制
度
」

の
仕
組
み
や
、燃
料
費
高
騰
の
原
因
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

03

ど
う
な
る
？
電
気・ガ
ス
料
金
高
騰

ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
の
影
響
も

一部
電
力
会
社
は
上
限
価
格
に
到
達

燃
料
費
調
整
制
度
と
は

　
日
本
は
、エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
の
70
％

以
上
を
石
炭
・
石
油
・
Ｌ
Ｎ
Ｇ
に
よ
る
火

力
発
電
で
ま
か
な
っ
て
い
る
。し
か
し
、

国
内
に
は
化
石
燃
料
資
源
が
乏
し
く
、

海
外
か
ら
の
輸
入
に
大
き
く
依
存
し
て

い
る
た
め
、こ
の
よ
う
な
燃
料
価
格
・
経

済
情
勢
の
変
動
を
料
金
に
反
映
す
る
仕

組
み
が
で
き
た
。

　
電
気
料
金
の
具
体
的
な
計
算
方
法

は
上
図
の
通
り
。「
基
本
料
金
」に「
電

力
量
料
金
」
と
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
発
電
促
進
賦
課
金
（※

）
」
を
加
え

て
計
算
さ
れ
る
。

　
電
力
量
料
金
の
う
ち
、燃
料
費
調
整
額

の
算
定
に
用
い
る「
燃
料
費
調
整
単
価
」

は
、基
準
燃
料
価
格（
関
西
電
力
‥
２
７‚

１
０
０
円
／
ｋ
ｌ
）と
平
均
燃
料
価
格
に

差
が
生
じ
た
場
合
、そ
の
差
額
に
基
づ
い

て
算
定
さ
れ
る
。為
替
レ
ー
ト
や
原
油
価

格
等
の
経
済
情
勢
を
も
と
に
、３
カ
月
間

の
平
均
価
格（
平
均
燃
料
価
格
）を
算
定

し
、基
準
燃
料
価
格
と
の
変
動
額
を
３
カ

月
後
の
料
金
に
反
映
す
る
。例
え
ば
、２

０
２
１
年
12
月
〜
２
０
２
２
年
２
月
に

輸
入
し
た
３
カ
月
間
の
平
均
価
格（
平
均

燃
料
価
格
）と
基
準
燃
料
価
格
と
の
変
動

額
は
、２
０
２
２
年
５
月
分
の
電
気
料
金

に
反
映
さ
れ
る
。

　
燃
料
費
調
整
制
度
で
は
、
消
費
者

保
護
の
観
点
か
ら
、
平
均
燃
料
価
格

が
著
し
く
上
昇
す
る
場
合
を
想
定

し
、
規
制
料
金
お
よ
び
選
択
約
款
に

つ
い
て
は
基
準
燃
料
価
格
の
１
．
５

倍
を
上
限
値（
関
西
電
力
‥
４
０‚
７
０

０
円
／
ｋ
ｌ
）
と
定
め
て
い
る
。
平

均
燃
料
価
格
が
上
限
値
を
超
え
る

と
、
そ
の
月
は
上
限
値
を
超
え
る
部

分
の
調
整
は
行
わ
な
い
。（
電
力
自

由
化
以
降
の
低
圧
自
由
料
金
メ

ニ
ュ
ー
、
特
高
・
高

圧
メ
ニ
ュ
ー
に
つ

い
て
は
上
限
値
無

し
。）

　
大
手
電
力
会
社

の
う
ち
、
関
西
電

力
、
北
陸
電
力
、
中

国
電
力
、
四
国
電

力
、沖
縄
電
力
の
５

社
は
５
月
分
の
平

均
燃
料
価
格
が
上

限
値
を
超
え
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
平

均
燃
料
価
格
を
上

限
値
と
し
て
燃
料

費
調
整
単
価
を
算

定
し
て
お
り
、関
西

電
力
の
５
月
分
の

電
気
料
金
は
、従
量

電
灯
Ａ
の
平
均
的

な
モ
デ
ル
料
金
（※

）

の
１
カ
月
当
た
り

の
料
金
で
７‚
４
９

７
円
と
な
っ
て
い

る
。
な
お
、
関
西
電

力
に
お
い
て
は
、現

行
の
制
度
に
な
っ

た
２
０
０
９
年
以

降
、２
０
２
２
年
３

月
分
電
気
料
金
に

お
い
て
初
め
て
上

限
値
を
超
え
た
。

な
ぜ
今
、

燃
料
費
が
高
騰
し
て
い
る
の
か

ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
の
影
響

関
西
電
力
の
取
組
み

　
Ｌ
Ｎ
Ｇ
・
ガ
ス
市
況
の
高
騰
に
さ
ら

に
追
い
打
ち
を
か
け
て
い
る
の
が
、ロ

シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻

だ
。
ロ
シ
ア
は
世
界
有
数
の
資
源
国

で
、ア
ジ
ア
・
欧
州
を
中
心
に
世
界
の

20
％
程
度
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
・
ガ
ス
を
供
給

し
て
い
る
。し
か
し
、今
般
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
に
対
す
る
経
済
制
裁
と
し

て
、ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
等
は
ロ
シ

ア
産
の
原
油
、Ｌ
Ｎ
Ｇ
等
の
輸
入
の
禁

止
や
、段
階
的
な
終
了
を
表
明
し
た
。

　
一
方
、
火
力
発
電
を
メ
イ
ン
と
す

る
日
本
は
、
欧
米
と
は
状
況
が
大
き

く
異
な
る
た
め
、
輸
入
禁
止
は
慎
重

に
判
断
す
る
と
し
て
い
る
。
日
本
の

Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
輸
入
先
は
主
に
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、ア
メ
リ
カ

等
で
、
ロ
シ
ア
か
ら
の
輸
入
量
は
比

較
的
多
く
は
な
い
。し
か
し
、ロ
シ
ア

以
外
か
ら
の
輸
入
価
格
が
高
騰
し
て

い
る
た
め
、
も
し
ロ
シ
ア
が
報
復
措

置
と
し
て
供
給
を
絞
る
と
、
需
給
が

　
燃
料
調
達
を
取
り
巻
く
状
況
と
し

て
、短
期
的
に
は
、小
売
・
卸
売
電
力
の

需
要
動
向
、天
候
に
左
右
さ
れ
や
す
い

再
エ
ネ
の
発
電
量
の
不
確
実
性
、国
際

エ
ネ
ル
ギ
ー
市
況
の
価
格
変
動
等
に

対
応
し
た
、よ
り
柔
軟
な
燃
料
調
達
が

必
要
だ
。中
長
期
的
に
も
、脱
炭
素
化

加
速
に
よ
る
再
エ
ネ
の
急
拡
大
が
見

込
ま
れ
て
い
る
。再
エ
ネ
の
不
確
実
性

に
対
し
、火
力
発
電
で
変
動
分
を
補
完

す
る
役
割
は
重
要
で
あ
り
、需
給
変
動

へ
の
対
応
力
を
一
層
強
化
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況

を
踏
ま
え
、
関
西
電

力
は
、
燃
料
費
の
高

騰
を
抑
制
し
つ
つ
、

電
力
の
安
定
供
給
を

守
る
た
め
、
取
組
み

を
行
っ
て
い
る
。

　
短
期
的
に
は
、
高

騰
す
る
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
ス

ポ
ッ
ト
調
達
を
極
力

回
避
す
る
た
め
、
石

油
火
力
発
電
所
を
最

大
限
稼
動
し
た
り
、

長
期
契
約
で
調
達
し

て
い
る
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
配

船
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

調
整
し
た
り
す
る
こ

と
等
に
よ
り
、
燃
料

費
の
高
騰
抑
制
に
努

電
気
料
金
の
計
算
方
法

タ
イ
ト
化
し
、
燃
料
価
格
は
さ
ら
に

上
昇
し
て
し
ま
う
。加
え
て
、世
界
の

余
剰
Ｌ
Ｎ
Ｇ
は
欧
州
へ
流
れ
て
し
ま

う
可
能
性
も
あ
る
た
め
、
ス
ポ
ッ
ト

調
達
（※

）
が
困
難
に
な
っ
て
し
ま
う
リ

ス
ク
も
あ
る
。

　
先
に
述
べ
た
通
り
、
３
カ
月
間
の

平
均
燃
料
価
格
が
電
気
料
金
に
反
映

さ
れ
る
の
は
３
カ
月
後
と
な
る
た

め
、
こ
の
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
の
影
響
が
表
れ
る
の
は
６
月
以
降

と
な
り
、
今
後
も
電
気
料
金
の
上
昇

が
続
く
と
予
想
さ
れ
る
。
関
西
電
力

は
国
際
情
勢
の
動
向
を
踏
ま
え
て
、

政
府
と
連
携
し
な
が
ら
安
定
調
達
の

確
保
に
努
め
て
い
く
。

上
昇
し
た
。ま
た
、欧
州
で
の
風
況
不

良
に
よ
る
風
力
発
電
の
出
力
低
迷
、

ロ
シ
ア
―
ド
イ
ツ
間
の
ガ
ス
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
稼
動
低
迷
、
排
出
権
高
騰
に

よ
る
石
炭
か
ら
ガ
ス
火
力
利
用
へ
の

転
換
促
進
等
が
高
騰
を
招
い
た
。
こ

の
よ
う
な
要
因
か
ら
、こ
こ
２
年
程
、

世
界
的
に
燃
料
価
格
が
高
止
ま
り
し

て
い
る
。

※

ス
ポ
ッ
ト
調
達
（
随
時
契
約
）：
そ
の
時
点
の
市
況
に
基
づ
き
、

Ｌ
Ｎ
Ｇ
売
買
契
約
に
よ
っ
て
１
カ
ー
ゴ
購
入
す
る
こ
と
。

め
て
い
る
。ま
た
、海
外
拠
点
等
を
活

用
し
た
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
取
引
の
一

層
の
拡
大
や
、緊
急
時
に
備
え
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
事
業
者
間
で
の
協
力
関
係
の

強
化
等
に
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

　
燃
料
調
達
の
業
務
を
担
当
し
て
い

る
、エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
本
部
の
藤
井
さ

ん
に
お
話
を
聞
い
た
。

　
刻
々
と
変
化
す
る
当
社
需
給

変
動
へ
の
対
応
力
強
化
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
燃
料
調
達
コ
ス

ト
の
低
減
に
向
け
て
、
昼
夜
問

わ
ず
国
内
外
の
取
引
先
と
連
絡

を
取
り
合
っ
て
、
多
種
多
様
な

調
達
方
法
の
検
討
・
交
渉
を

行
っ
て
い
ま
す
。
急
な
需
給
変

動
へ
の
対
応
と
し
て
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ

緊
急
調
達
や
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
受
入
基

地
ま
で
の
航
海
日
数
の
長
い
北

米
産
Ｌ
Ｎ
Ｇ
を
欧
州
で
販
売

し
、
代
わ
り
に
、
よ
り
近
距
離

の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
を
調
達
す
る
こ
と
に

よ
る
輸
送
費
削
減
は
、
ま
さ
に

こ
う
し
た
日
々
取
組
み
を
積
み

重
ね
て
き
た
こ
と
の
成
果
で

す
。

　
対
応
力
を
さ
ら
に
強
化
し
て

い
く
た
め
に
も
、
ア
ン
テ
ナ
を

高
く
情
報
収
集
す
る
必
要
が
あ

り
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
に
い
る
当
社
駐
在
員

と
の
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
お
客
さ

ま
に
低
廉
で
安
定
的
な
電
気
を

お
届
け
す
べ
く
、
こ
れ
か
ら
も

身
を
粉
に
し
て
交
渉
を
頑
張
り

た
い
で
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
本
部 

燃
料
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

藤
井 

達
貴
さ
ん

基
本
料
金

電力量料金 再生可能エネルギー
発電促進賦課金

40,700円/kl
（上限値）

40,700円/klを
上回る場合

上限値をこえる部分の
調整を行わない

平均燃料価格 ＞ 40,700円/kl の場合

27,100円/kl ＜ 平均燃料価格 ≦ 40,700円/kl の場合

燃料費
調整単価

基準単価
1,000

＝（40,700円/kl - 27,100円/kl） × 

プラス調整

マイナス調整

その他
21%

ナイジェリア
2%

トルコ
3%

マレーシア
3%

カナダ
5%

アメリカ
11%

カタール
10%

ノルウェー
9%

豪州
9%

欧州諸国
8%

27,100円/klを
下回る場合

27,100円/klを上回り
40,700円/kl以下

の場合

平均燃料価格

27,100円/kl
（基準燃料価格）

電
力
量
料
金
単
価

１
ヶ
月
の
ご
使
用
量

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

発
電
促
進
賦
課
金
単
価

燃
料
費
調
整
単
価

１
ヶ
月
の
ご
使
用
量

１
ヶ
月
の
ご
使
用
量

燃料費調整額

■電気料金の計算方法

■関西電力の燃料費調整における、平均燃料価格の上限値

※燃料費調整単価は銭単価とし、その端数は小数点以下第1位で四捨五入

■世界に占めるロシアのLNG・ガス供給割合
（BP社発行Statistical Review of World Energy 2021より抜粋・作成）

燃料費調整 燃料費調整単価の算定方法

燃料費
調整単価

基準単価
1,000

＝（平均燃料価格 - 27,100円/kl） × 

平均燃料価格 ＜ 27,100円/kl の場合

燃料費
調整単価

基準単価
1,000

＝（27,100円/kl - 平均燃料価格） × 

ロシア
19%
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従
業
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー



▼
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
。「
回
復

力
」「
弾
力
性（
し
な
や
か

さ
）」を
意
味
し
、数
年
前
か

ら
よ
く
耳
に
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。昨
今
、組
織
に
お

い
て
、レ
ジ
リ
エ
ン
ス
、す

な
わ
ち
、変
化
や
リ
ス
ク
に

柔
軟
に
適
応
す
る
力
が
重

要
視
さ
れ
て
い
る
。

▼
我
々
を
取
り
巻
く
環
境

は
、長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
、海

外
情
勢
の
影
響
を
受
け
た

資
源
価
格
の
高
騰
等
、
先

行
き
の
不
透
明
感
は
一
層

増
し
て
い
る
。
ま
さ
に
レ

ジ
リ
エ
ン
ス
が
必
要
で
あ

り
、
計
画
に
縛
ら
れ
な
い

軌
道
修
正
や
撤
退
、
好
機

を
捉
え
た
攻
勢
等
、
迅
速

な
判
断
・
実
行
を
繰
り
返

す
こ
と
が
、
生
き
残
る
道

だ
と
言
え
る
。

▼
組
織
と
同
様
に
、
個
人

に
お
け
る
レ
ジ
リ
エ
ン

ス
、「
心
の
回
復
力
」も
重

要
だ
。
困
難
に
直
面
し
た

時
や
失
敗
し
た
時
、
一
度

は
気
持
ち
が
落
ち
込
み
、

傷
つ
い
て
も
、
立
ち
直
り

前
を
向
く
に
は
、
ど
う
す

れ
ば
よ
い
か
。

▼
悩
み
や
落
ち
込
み
へ
の

対
処
と
し
て
、以
前
教
え
ら

れ
た
こ
と
が
あ
る
。
時
間

軸
・
視
座
を
変
え
て
考
え
る

こ
と
だ
。目
の
前
の
出
来
事

に
悩
む
時
は
、10
年
、20
年

と
長
期
的
な
目
線
で
見
直

す
。逆
に
、未
来
の
不
安
に

か
ら
れ
る
な
ら
ば
、今
に
集

中
し
て
考
え
る
。先
輩
や
上

司
の
立
場
で
は
ど
う
考
え

る
か
、後
輩
や
部
下
な
ら
ど

う
か
と
、思
い
を
巡
ら
す
。

囚
わ
れ
た
悩
み
の
、違
っ
た

側
面
が
見
え
た
時
、一
歩
踏

み
出
せ
る
こ
と
も
多
い
。

▼
組
織
も
個
人
も
、し
な
や

か
に
前
進
す
る
力
を
身
に

付
け
た
い
。

04

編
集
者
の

つ
ぶ
や
き
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カイゼン現場に潜入！
～大阪南の柱上変圧器取替工事～

　このコーナーでは、広報室の2年目記者立石が、様々な職場やイベントに潜入取材し、
実際の現場の様子をお伝えします。今回は関西電力送配電 大阪支社 大阪南電力本部
の柱上変圧器取替工事現場へ潜入！ここでは、「カイゼン」を取り入れ、無駄を省いた
手法で効率的な作業を行っていました。現場の様子をリポートします！

　関西電力グループが実施する、業務効率化に寄与す
る改善活動のコンテスト「関電YOKSUL（よくする）」。
　大阪南電力本部は「変圧器取替工事のカイゼン」で
2021年度に準YOKSUL大賞を受賞！全社に先駆け
たカイゼンの取組みが評価されました。

「カイゼン」って何？

「カイゼン」とは、主に時間のモノサシで業務を見える化し、徹底
的な無駄の排除とより良い方法を追求する活動。関西電力送配
電は、2021年度からカイゼンを全社的に取り入れており、従来の
作業や机上業務の無駄の排除に加え、新工法や治工具開発、シ
ステム活用等により、安全と品質を維持向上させつつ、従来より
もやりやすさを追求した業務見直しを推進しています。

柱上変圧器取替工事のカイゼン

　変圧器とは、電気を利用に応じた電圧に変えるための機器。柱
上変圧器の取替は、2026年度末まで年間約8万台もの工事計画
があり、1回の作業につき4名で約1時間半かかる作業です。そこ
で、大阪支社 大阪南電力本部はプロジェクトチームを立ち上げ、全
ての作業工程を分析・検討し、秒単位で無駄の削減を行い、最適な
工法を追求しました。

準YOKSUL大賞を受賞！

工事現場に潜入！

一見普通の工事現場だけど…
どんなカイゼンポイントがあ
るんだろう？

具体的にどのようなカイゼンが行われているのか、工事現場に行って調査しました！
今回の現場は大阪府岸和田市上松町の電柱。無停電で、柱上の変圧器を取り替えます。

大阪支社　大阪南電力本部
大阪南配電エンジニアリングセンター（EC）
直営技術主任　西川 卓次さん

大阪南配電EC
福田 夢弥さん（作業員）

大阪南配電EC 作業長
井上 竜志さん（責任者）

副所長
田中 一啓さん

私が解説します！

エリア最前線
エリア最前線では、毎号異なる事業所から、
様々な情報を発信しています。
今回は、火力事業本部 御坊発電所の
皆さんです！

計画課長
林 敏幸さん

　御坊発電所は、和歌山県
御坊市にある石油火力発電
所。当社で唯一、外海の人工
島に設置されています。今回
は御坊発電所のまわりの名
所をいくつか紹介します。フ
ルーツ、海産物とお土産も充
実していますので、機会があ
れば是非、お越しください！

　ＪＲ御坊駅の０番線ホームを始発とする紀
州鉄道は、御坊市の市街地を時速20数キロ、
1両編成で走るミニローカル私鉄。途中にある
「学門駅」の入場券は受験生などの縁起物と
しても人気があります。のんびり走る車両に
乗って、一時のノスタルジィに浸ってみてはい
かがでしょうか。

紀州鉄道

　「キャンピングカーの聖地」を目指して整備が進む野口オート
キャンプ場は、日高川河川敷にある全面芝生の広大なサイトで、

アクセスの良さや、キャンプ材料調
達の容易さといった至便性で人気
急上昇。ＡＣ電源や、プライベート
ドッグラン付きサイト等も用意され
ており、思い思いのアウトドア体験
ができる場所です。

野口オートキャンプ場

計画課
大原 啓司さん

　“日本で一番長い二級河川”である日高川の河口から約６ｋｍ
に渡る砂利浜。ここから見る夕陽は非常に美しく、「和歌山の朝

日・夕陽１００選」に選ばれていま
す。また海岸沿いには近畿最大規
模のクロマツ林があり、中には遊歩
道も整備。近くの西山山頂の西山ピ
クニック緑地からは、煙樹ヶ浜、海、
遠くに御坊発電所が一望できます。

煙樹ヶ浜（えんじゅがはま）

　悲しい恋の昔話「安珍・清姫伝説」は能楽や歌舞伎の演目とし
ても有名ですが、その舞台として知られる道成寺はＪＲ御坊駅か
ら一駅の場所にあります。聖武天皇の母で当地出身の宮子姫の
願いによって建てられたとも言われている和歌山県最古のお寺。
良縁祈願の御利益もあるそうです。

道成寺（どうじょうじ）

　作業員が少なくなると、自分一人が遅れたときに、作
業全体の流れに大きく影響するのではという心配があり
ました。しかし、作業シートに工法が詳細に記載されてお
り、力量に左右されない工程となっているため、トラブル
が生じにくいと感じます。また、工法の変更点は、根拠や
カイゼンに至った背景も、責任者から丁
寧に説明があったので、従来と異なる工

法であっても、自分で納得して作業に取り組めています。
　この作業以外でも、カイゼンできるところがあると気づ
いたので、「もっと効率化できるところはないか？」と突き
詰めて考え、この気づきを活かしていきたいです。

　作業人員が減り、班体制のバリエーションが増え、ゆ
とりができるのが良い点です。作業シートには図や写真
が掲載されているため、作業員も理解しやすく、工法を
浸透させる上で、負担が増えたということはありません。
　また、責任者である私も地上作業をするため、作業員
側からの声かけや連携を増やして安全
を担保しつつ、効率的な作業に努めてい

ます。現在は試行実施の段階ですが、検証を重ね、安全に
より早く、やりやすい工法を確立し、次は協力会社の方々
にもこの手法で実施していただけるよう、取り組んでいき
たいです。

1. 責任者の役割見直し→作業人数が3名に！

　一番大きなポイントは、作業人数の削減です。これまで工事は責
任者1名、作業員3名の計4名で実施。責任者は、指示・確認・監視に
専念していました。しかし、指示・確認・監視すべきポイントを整理し
て不必要な部分をなくすと、空いた時間で責任者も地上作業を兼
任できることがわかり、3名で作業できるようになりました。

　工法や資機材の積み込み方法
を変更することで車両数が3台→2
台に。バケットへ荷物を載せるため
の受け渡し作業も2名→1名作業
化を実現。作業員の疲労軽減、手
待ちの時間削減もできました！

3. 仮送電機材、付け外し方法の見直し

　間接活線工法という、高圧線に直接触らず、絶縁
操作棒という治工具を使って実施する方法では、こ
れまで、3本のケーブルに対して1本の操作棒で作業しており、都度抜き差
ししていました。操作棒を3本使用してそれぞれのケーブルに残し、付けた
ままの作業に変更することで、抜き差しの工程を削減できました。

作業員もしっかり声を出して、責任者に報告しながら作業していました！

　この他にも工程を詳細に記載した作業シートの作成や、新しい治工具の
導入等、様々なカイゼンを行った結果、生産性は2倍以上に。カイゼンは単な
る効率化ではなく、不要な工程を「なくす」ことに加え、必要な工程も「減ら
す」「変える」こと。カイゼンにより安全性が下がるのではないかと誤解され
がちですが、作業の工程が減ってシンプルになり、誰もが同じ方法で作業が
できるので、むしろ安全性は上がると考えています！

2. 作業用荷物の積み込み方法
    見直し→車が2台に！

操作棒

バケット

2年目に
なりました！

効率化と安全性向上。
一石二鳥ですね！

左の車の向きが逆になることで、
作業がスムーズに！

　これまでのルールが一番効率的なのか、既存の考えに
疑いを持つのは難しいことですよね…。私も「こう言われた
からこうする」「去年がこうしてるから今年も同じようにす
る」というのではなく、自分の頭で考え、より良い仕事の仕
方を模索していきたいです！

作業を行っていた方々にもお話を聞きました！


